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【調査の概要】
実施期間 2023年9月7日～9月28日
実施方法 Google フォームによるWeb調査
調査対象 2017年度3月～2021年度3月の学部卒業生（9月卒業生含む）
対象者数 389
連絡先把握数・依頼送付数 277-依頼不達数 8=依頼到達数 269
回答者数 35 回答率 13%（回答者数/依頼到達数）













【I. 現在の職業等について】

n=35



問7～11は、家事以外の職業に就かれている方への質問です。

n=30



問８ 職業名または職種（例：社会福祉士、営業職）

児童指導員(4)
SEエンジニア

警備士

営業職(3)

心理療法士

事務職(4)

医療事務(2)

支援員 水族館スタッフ

プロジェクト

マネージャー

部門管理

採用担当

採血士/検体採取士
保育士

旅行事務

受付

n=25









【II. 本学における学習成果について】





問１４ 本学で身につけておいてよかった事、経験してよかった事がありましたらお書きください。

[一部抜粋]

・自分の専攻だけではなく様々な分野から科目を履修できたこと。

・対人理解の授業、カウンセリングの倫理、家族心理学、サイコドラマなど大学で学んだ授業や、過ごした
時間が今に役立っていると感じます！

・少人数制での授業で先生方と接する時間が多くあり認識していただけていたこと。

・社会福祉士関係の学習全般です。社会福祉士の受験資格を取得できたことにより、社会福祉士の資格に合
格することができ、今の職場で、キャリアチェンジできるという選択肢も増えました。



【III. 本学の評価について】



問１６ 満足度について、よろしければその理由を教えてください。

[一部抜粋]

・講義による学びから得たものもあるが、それよりも時間外に多くの社会人学生、障害学生と関わることで学
んだ多様性の理解が大きかった。環境の満足度が高い。

・ルーテルで様々な部活動やグループワークを通して自己のリーダーシップに気づくことができたから。

・福祉、心理、キリスト教の3つの中から自由に選択できるので、人生の役にとても立っています。

・学業面では教職員との距離が近く話しやすかった為、プライベートでは同じ趣味を持つ人々と多く関われた為。









【IV. 学びのニーズについて】



問２１～２４は、問２０で「学びの必要性を感じる」と答えた方への質問です。
問２１ 学びの必要性を感じる理由を教えてください。

[一部抜粋]

・日々変化する状況や環境、支援方法や方針、関係機関等、必要に応じて情報を調べ読み取る必要がある。
また、専門性を高めるためにも、生涯学習は必要だと感じる。

・学び続けることでしか、誰かに寄り添うことはできないと考えるから。

・職業上で活かすことができる専門的な資格を取るための学びは必ずしも学生時代だけではできない。

・知識・技術・経験のすべてが不足しているから。









問２６ 「ホームカミングデー」に
行ってほしい企画があればお書きく
ださい。

・公開講座の案内

【V. 本学のイベント等について】









問３０ 本学の教育または本学全般に対するご意見・ご感想がありましたらお書きください。

[一部抜粋]

・もう一度、専門科目のうち、自身が理解を深めたいと感じた講座をなんらかの形で受講する機会が欲しい。

・キリスト教主義で信仰を育てる教育を何より大切にしてほしい。

・専門性に偏った講義が多く、最新トレンドや起業や独立、異業種に関して知る機会がない（のでほしい）。

・良い先生方に出会えて本当に感謝しています。

【VI. 本学全般について】


